

























ては春学期開始前に調査を実施しており（回答率 83％）、遠隔授業に利用できる PC の所有






















ド 57.4% 増、アップロード 48.5% 増という大幅な増加が見られている。
図１　固定系ブロードバンド契約者の国内通信量推移 ３
　また、曜日・時間ごとの通信量推移（図２）でも平日のピーク時刻が昨年度までの














曜日 ５/11（月） ５/12（火） ５/13（水） ５/14（木） ５/15（金）
はい 4267 4476 3838 4100 3838
いいえ 363 262 186 200 171
回答率 85.5% 84.5% 85.4% 80.7% 78.7%
　概ね回答者の内の 95% 以上は「はい」、すなわち履修登録したすべての科目で遠隔授業
が受講できたとしているが、５月 11 日だけその値が若干低い（92%）。これは、この日の




サポートを実施している。なお、これらの調査は CUC	PORTAL の Web アンケート機能
によるものだが、その回答率が高い水準となっている点も注目される。毎年、在学生に対
して実施している学生生活実態調査を例にすると、対面で用紙を配布し調査を行っていた
2018 年度の回答率が 80.4% であったのに対し、CUC	PORTAL による Web 調査に切り替










図３　CUC PORTAL（WWW サーバー）のトラフィックデータ（2021/1/ ８-19）
　今年度秋学期は、冬休み明け１月８日（金）から再開されたが、土日及び祝日であった






































2019 年度（面接） 85%（1480/1736 名） 54%（941/1734 名）








パソコンの印象 2019 年度 2020 年度開始時 終了時 開始時 終了時
全く興味がない 2% 3% 1% 0%
あまり興味がない 10% 10% 7% 7%
どちらでもない 23% 22% 15% 17%
まあまあ興味がある 43% 44% 47% 51%




パソコンのスキル 2019 年度 2020 年度開始時 終了時 開始時 終了時
全く自信がない 22% 18% 22% 11%
あまり自信がない 35% 32% 40% 38%
どちらでもない 26% 29% 23% 20%
まあまあ自信がある 13% 14% 13% 29%












用語 2019 年度 2020 年度開始時 終了時 開始時 終了時
拡張子 28% 44% 27% 52%
OS 36% 45% 53% 55%
フィッシング 21% 32% 24% 44%
無線 LAN 79% 83% 79% 86%
Wi-Fi 96% 96% 98% 99%
CPU 41% 49% 48% 54%










2019 年度 2020 年度
開始時 終了時 開始時 終了時
ZIP ファイルを展開することができる 13% 33% 13% 59%
ファイルサイズを確認することができる 21% 46% 20% 54%
ファイルを別のフォルダへコピーするこ
とができる 32% 61% 39% 73%
サブフォルダを作成することができる 22% 46% 22% 54%
異なるソフトウェア間のコピーや貼り付
けを行える 30% 56% 44% 74%
全角文字と半角文字を適切に区別して入
力できる 69% 81% 81% 95%
ファイル操作の際にショートカットキー
を活用できる 28% 52% 25% 56%







2019 年度 2020 年度
開始時 終了時 開始時 終了時
	CC と BCC の違いを理解している 13% 33% 13% 59%
署名機能を活用しメールに署名をつける
ことができる 21% 46% 20% 54%
メール作成時に適切な件名をつけること
ができる 32% 61% 39% 73%
メールを作成し、送信することができる 22% 46% 22% 54%





2019 年度 2020 年度
開始時 終了時 開始時 終了時
作成した文章を印刷することができる 43% 73% 54% 79%
画像に対して文字列の折り返しが設定で
きる 19% 48% 18% 49%
画像やグラフなどを文章内に挿入するこ
とができる 39% 72% 46% 92%
１ページの文字数や行数の設定を変更で
きる 31% 66% 40% 74%
インデントの変更ができる 12% 40% ９% 63%
均等割つけを行うことができる 31% 73% 35% 85%
箇条書きの作成ができる 50% 84% 53% 94%
フォントの種類やサイズを変更すること
ができる 68% 90% 75% 97%







2019 年度 2020 年度
開始時 終了時 開始時 終了時
グラフを作成することができる 32% 69% 36% 89%
データの並び替えや絞り込みを行うこと
ができる 21% 48% 16% 60%
罫線（けいせん）を引くことができる 34% 66% 36% 73%
オートサム機能を使うことができる 19% 55% 20% 73%
SUM などの基本的な関数を使うことが
できる 29% 63% 33% 85%
セルの表示形式（通貨形式など）を変更
できる 18% 53% 17% 70%
数式を入力する際に、絶対参照を行うこ
とができる 18% 51% 18% 81%
オートフィル機能を利用して数式をコ
ピーできる 21% 63% 23% 85%
他のセルを参照する数式を入力すること
ができる 27% 64% 25% 81%




PowerPoint の操作 2019 年度 2020 年度開始時 終了時 開始時 終了時
配布資料形式でスライドを印刷すること
ができる 16% 43% 24% 50%
オブジェクト同士の描画順序を変更する
ことができる 11% 39% 13% 45%
SmartArt を挿入することができる ９% 47% 10% 57%
テキストボックスなどのオブジェクトを
挿入できる 22% 62% 28% 77%
スライドにページ番号を挿入することが
できる 30% 72% 33% 89%
スライド内のインデントを変更すること
ができる 26% 64% 27% 80%







2019 年度 2020 年度
開始時 終了時 開始時 終了時
口頭発表を意識したスライド資料を作成
できる 10% 49% 13% 61%
学術的文章の規則を踏まえてレポートを
作成できる 10% 48% 14% 63%
スマートフォンで入力した文章を PC で
編集できる 11% 36% 13% 37%
信憑性を意識した上でウェブの情報検索
ができる 18% 39% 22% 60%
作成したレポートを先生にメールで提出
できる 10% 62% 17% 76%








2019 年度 2020 年度
開始時 終了時 開始時 終了時
マルウェア（不正ソフト）について理解
している 36% 56% 35% 67%
フィッシング詐欺について理解している 36% 55% 41% 72%
ウェブ上の画像に関する著作権について
理解している 54% 70% 69% 89%













































験として CUC	PORTAL の LMS で作成した Web テストを受講させたが、その際には受
験者全員が PC でカメラを ON にして Teams のリアルタイム会議に参加させ、その様子
を監督することとした。



























図６ CUC PORTAL の出席登録機能
―	83	―
安全で公平な金融システムの実現に資するFinTech フレームワークの提案
すなわち、現在の LMS では、履修者がアクションを起こした場合には出席、とみなして
いるわけである。しかし、面接授業で「出席をとる」場合は、その真正性を確認するの
は教員であり、履修者本人のアクションに因るものではない。面接授業の状況に即した
LMS とするためには、学生が出席していることを別の者が認めることで確認とする必要
があるだろう。この観点からすると、遠隔授業用 LMS システムの出席管理に、FinTech
で利用されている匿名性を担保した認証技術を適用することで実装の可能性があるのでは
ないか。その応用を期待したい。
